
ソ
ヴ
ユ

ト
こ

わ
げ
ろ
統
計
学
方
法
論
争

関

弥
　
三
　
郎

一
、
論
争
の
経
過

二
、
．
論
争
の
問
恐
点

　
　
　
　
　
一
、
論
争
○
経
退

し
九
凹
八
年
以
峰
ソ
ヅ
ェ
ト
に
い
、
〃
い
て
漱
し
い
統
計
学
方
法
論
争
が

展
開
さ
れ
・
一
「
、
い
る
、
、
そ
れ
、
に
早
く
か
ら
痢
泌
さ
れ
て
い
た
社
公
主
義
建

設
の
実
践
沽
動
よ
り
の
ソ
ブ
ェ
ト
統
計
碑
諭
の
遊
離
が
、
一
九
四
六
年

八
月
以
降
ソ
、
ウ
ェ
、
－
の
文
字
、
、
廿
楽
、
哲
学
、
経
済
学
の
各
分
野
に
亙

っ
イ
、
展
開
さ
れ
た
、
コ
ス
モ
ポ
リ
テ
イ
ズ
ム
批
判
の
風
洲
に
刺
戟
さ
れ

、
、
。
、
一
九
四
八
年
に
杢
っ
一
一
、
収
り
上
げ
ら
れ
、
か
く
イ
、
統
計
字
の
竹
格
、

珊
諭
～
共
桝
、
、
＾
．
∴
．
・
ユ
∴
。
、
一
∴
沙
の
パ
閑
～
に
つ
い
「
、
の
諭
印
を
悲
〃
せ
し

め
汽
い
ノ
ペ
、
・
．
「
」
る
、

　
朴
．
（
一
主
表
壮
沽
ピ
、
泣
沽
に
∴
れ
計
い
い
必
幻
不
可
欠
の
ノ
ん
八
一
で
あ
り
．
、
、

そ
れ
○
発
脈
と
共
に
幾
多
い
ノ
旧
蚊
な
統
計
上
の
問
鰹
が
生
起
し
、
又
こ

　
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
に
お
け
る
統
計
学
方
法
諭
争
（
関
）

の
新
し
い
社
会
、
経
済
検
構
に
遮
合
し
た
、
能
率
的
な
統
計
組
織
と
施

設
の
編
成
、
整
傭
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
一
、
こ
○
ソ
、
ヴ
ェ
ト

的
な
統
計
活
蜘
の
経
鮫
を
理
諭
化
し
て
方
法
的
に
基
礎
、
つ
げ
、
統
計
活

動
上
の
諮
問
鯉
に
解
決
の
指
針
を
与
え
．
．
人
得
ら
れ
た
絞
訂
資
料
を
科

学
的
に
、
分
析
、
加
工
し
一
、
、
社
会
主
義
雄
設
○
実
嬢
沽
鋤
の
利
用
に
供

す
る
事
は
、
ソ
、
ヴ
ェ
ト
続
計
字
界
に
謀
せ
ら
れ
た
当
然
ｏ
課
趣
で
あ
る
、
、

し
か
ろ
に
ソ
ヴ
ェ
ト
統
計
字
の
・
、
王
潮
に
い
わ
け
る
拠
理
統
計
字
で
あ
、
っ

で
、
、
統
－
討
字
は
白
然
と
社
会
○
大
技
現
（
デ
で
研
究
す
ゑ
背
遍
的
な
科
学

で
お
り
、
続
．
訂
的
方
．
仙
江
∴
山
〕
然
切
皇
、
朴
八
ム
現
象
ー
ゲ
、
”
じ
一
一
、
適
川
さ
れ

る
一
川
版
一
閉
な
研
牢
一
プ
一
仏
で
お
る
と
せ
ら
れ
、
そ
れ
を
弘
榊
ず
ろ
統
計
の
一

版
理
洲
の
・
Ｎ
宥
∴
、
木
一
ぺ
、
、
汰
川
ギ
｝
心
と
す
ろ
．
確
箏
納
■
、
り
榊
命
処
に
基

硲
ダ
、
｝
ザ
、
＼
ポ
八
”
い
仙
け
州
ザ
、
｝
ハ
江
で
＝
い
り
一
－
、
、
．
朴
｛
∴
ム
、
続
沽
＾
帆
一
計
｛
イ
と
い
・
ん

ど
も
、
社
会
、
涯
沽
、
机
計
に
い
右
の
統
｛
｝
け
ハ
州
桝
の
苛
征
穴
、
・
洲
丁
、
り
問
｝
心

と
、
数
理
統
、
計
の
諦
万
む
と
の
検
枇
的
な
折
衷
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
（
一
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）

従
っ
て
ソ
ヴ
ェ
ト
統
計
学
界
に
課
せ
ら
れ
た
極
め
て
具
体
的
な
、
杜
会
、

経
消
｛
な
統
計
問
廼
に
対
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
、
数
理
的

な
続
討
翼
閉
を
以
で
．
し
イ
、
は
積
偉
”
な
解
答
｝
・
え
ろ
事
が
船
来
ボ
、
つ
、

場
合
に
よ
っ
て
二
政
治
的
に
宥
害
な
精
論
を
出
す
危
険
性
が
あ
っ
た
事

は
、
想
像
す
る
に
難
く
“
な
い
と
こ
ろ
で
お
る
一
一
し
か
る
に
社
会
主
義

的
討
画
化
の
国
民
掃
．
済
の
等
郁
門
へ
ｎ
濠
途
、
深
化
と
共
に
統
計
の
重

要
性
に
益
、
、
璃
大
し
、
か
く
一
、
統
計
景
諭
の
社
会
、
経
済
統
計
の
問
題

に
対
す
る
無
力
を
非
泌
す
ろ
声
が
高
く
な
り
、
遂
に
一
九
四
八
年
ソ
連

邦
科
学
ア
ヵ
デ
ミ
ヤ
経
済
研
究
所
に
お
い
で
、
こ
の
問
題
が
討
議
さ
れ
、

．
以
後
激
し
い
統
計
学
方
法
論
争
を
震
開
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ソ
、
ウ
ェ
ト
統
計
論
争
ヱ
今
迄
の
と
こ
ろ
で
ユ
、
一
九
四
八
年
、
五
〇

年
、
五
二
年
の
三
圃
に
亙
っ
で
、
行
わ
れ
て
い
る
。
勿
論
こ
の
問
に
お
い

イ
、
も
折
．
り
に
ふ
れ
一
一
、
意
見
は
闘
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
特
に
論

少
の
恢
・
二
が
打
た
れ
わ
」
の
じ
ぷ
こ
の
三
固
丈
で
お
る
、
、

　
　
一
た
〕
八
年
に
一
三
ろ
の
場
所
で
統
計
論
箏
が
行
わ
れ
た
、
最
初
、
、
一

叫
字
ア
ヵ
デ
ミ
ヤ
汽
沽
研
究
所
拡
大
学
術
全
議
に
お
け
る
、
三
月
か
ら

．
五
円
に
か
寸
，
－
．
∴
、
一
統
計
の
分
蟻
に
お
け
る
理
論
活
鋤
の
不
足
と
そ

○
改
善
策
に
つ
い
一
、
」
と
魍
す
る
、
統
計
理
論
を
主
趣
と
す
る
討
議
で

、
り
、
次
一
ぷ
へ
月
の
レ
ー
ニ
ソ
農
坐
禾
ア
カ
デ
ミ
ヤ
に
お
け
る
小
エ
物
一
字
孤
湘

“
に
旧
述
し
一
、
、
批
後
∴
十
口
に
経
済
研
究
所
に
お
け
る
経
済
理
論
を

主
題
と
す
ろ
討
諭
会
に
お
い
！
、
で
、
あ
る
、
．
こ
の
四
八
年
論
争
に
お
い
！
，
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
（
一
一
八
）

は
、
一
般
的
に
い
っ
ぐ
、
、
従
来
の
統
計
運
論
の
形
式
主
義
的
、
数
学
的

偏
向
が
ブ
ル
ジ
コ
ァ
統
計
字
へ
の
盲
従
と
し
て
批
判
さ
れ
、
社
，
会
、
経

済
統
計
に
キ
け
る
災
学
的
方
法
に
対
す
ろ
政
治
経
済
学
的
分
析
の
優
位
、

数
学
的
方
法
の
納
．
助
的
役
割
が
承
認
さ
れ
た
の
で
お
り
、
か
く
し
て
レ

ー
ニ
ソ
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
統
計
山
研
究
の
教
示
に
従
っ
一
、
、
唯
榊
弁
証

法
と
政
治
済
済
字
を
理
論
的
基
碓
と
す
ろ
、
て
ル
ク
ス
主
義
統
計
学
の

構
成
の
必
要
、
が
強
調
さ
れ
た
の
で
お
る
、
、

　
次
二
一
九
１
０
年
二
月
に
ゾ
連
邦
｝
央
統
計
局
に
お
い
、
、
一
、
、
二
日
間

に
亙
っ
て
統
計
の
理
論
的
基
礎
に
関
す
る
会
Ａ
ｎ
，
が
催
さ
れ
熱
心
な
討
議

、
が
交
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
茨
に
お
い
て
も
主
と
し
一
－
、
、
依
然
と
Ｌ
て
ソ

ヴ
ェ
ト
統
計
学
界
に
存
在
す
る
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
音
逓
的
統
記
学
の
理

論
が
論
難
さ
れ
、
統
計
学
二
社
会
科
学
で
あ
り
、
辛
、
の
基
礎
二
弁
証
法

的
史
的
唯
物
論
と
マ
ル
グ
ス
経
済
学
で
お
る
事
が
主
張
貞
、
れ
、
更
に
そ

の
内
容
を
い
か
に
規
定
す
べ
き
か
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
、

こ
０
）
事
よ
り
四
八
年
論
争
に
よ
二
．
牛
、
の
発
虞
の
方
向
苧
定
め
ら
れ
た

ソ
ヅ
ェ
ト
統
計
隼
も
、
未
だ
マ
ル
ク
ス
キ
義
灼
流
計
理
論
の
い
パ
体
的
な

内
容
の
構
戊
に
つ
い
一
、
は
殆
ど
進
歩
け
｛
な
く
、
巧
Ｈ
的
に
∴
マ
ル
ク
ス

主
義
統
計
学
を
標
梼
し
な
が
ら
も
、
実
■
質
灼
に
∴
依
然
。
二
し
一
一
、
脅
逼
的

科
学
の
立
場
に
立
つ
も
の
が
多
か
り
た
事
、
が
伺
わ
れ
る
の
で
も
る
、
、
そ

し
て
数
理
、
派
に
対
す
る
不
信
の
反
雨
、
理
論
舳
研
究
の
、
分
野
に
お
け
る

統
計
の
果
す
役
閉
牟
．
氾
少
評
仙
・
．
一
ラ
ろ
傾
向
も
一
部
に
∴
友
つ
，
死
－
ノ
壮
」
Ｄ
で



あ
り
、
か
く
て
社
会
主
義
建
設
に
寄
与
し
得
る
事
を
目
標
と
し
て
、
ソ

ヅ
エ
ト
統
計
論
争
は
幾
つ
か
の
潮
流
に
分
れ
一
、
闘
わ
さ
れ
一
、
行
っ
た
の

で
あ
る
、
、
そ
の
後
統
計
論
争
は
個
々
的
に
著
書
や
論
文
一
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。
特
に
一
九
五
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
中
央
統
計
局
の
機
関
誌
「
統

計
通
報
」
に
｝
」
、
統
計
学
の
社
会
科
学
的
特
徴
、
統
計
学
に
対
す
る
経

済
学
の
優
位
を
強
く
主
張
す
る
傾
向
の
論
文
が
多
く
掲
載
さ
れ
た
。

　
一
九
五
二
年
に
入
っ
一
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ヤ
経
済
研
究
所
の
機
関
誌

「
経
済
字
の
諮
問
題
」
が
こ
の
問
題
を
取
上
げ
、
第
四
号
以
来
毎
号

「
討
議
の
た
め
に
し
と
註
記
し
一
、
、
七
人
の
ソ
連
邦
統
計
学
界
の
各
立

場
の
代
表
者
と
み
ら
れ
る
人
々
の
論
文
を
掲
載
し
、
葱
に
三
度
統
計
学

論
争
が
誌
上
討
議
と
し
！
、
匿
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
二
年
論
争

に
お
い
て
に
、
普
遍
的
統
計
学
を
否
定
し
た
後
の
杜
会
科
学
と
し
て
の

統
計
学
は
、
社
会
諦
科
学
巾
い
か
な
る
地
位
を
占
め
る
か
、
叉
そ
の
対

象
及
び
方
法
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
が
中
心
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
問
題
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
形
式
主
義
的
、
数
学
的
偏
向
と
批

判
さ
れ
た
旧
数
理
派
と
、
敦
理
派
に
反
対
」
て
統
計
学
の
社
会
科
学
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

昨
格
を
強
調
す
る
社
会
統
計
字
派
と
も
い
う
べ
き
論
者
と
の
問
に
、
薯

し
い
恵
見
の
対
立
が
看
収
さ
れ
る
の
で
お
る
。
極
く
概
略
的
に
言
っ
て
、

統
計
学
は
社
会
科
学
で
お
り
、
そ
の
理
論
的
基
礎
は
唯
物
弁
証
法
と
マ

ル
ク
ス
経
済
学
で
お
ろ
事
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
論
者
が
認
め
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
旧
数
理
派
は
社
会
統
計
学
派
が
、
統
計
的
分
析
に
対

　
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
に
。
お
け
る
統
計
学
方
法
論
争
（
関
）

す
る
政
治
経
済
学
的
分
析
の
絶
対
的
優
位
を
強
調
Ｌ
て
、
統
討
学
に
は

理
論
的
結
論
の
数
字
的
描
写
の
機
能
し
か
認
め
な
い
の
を
、
統
計
学
の

清
算
主
義
寿
と
非
難
Ｌ
、
統
討
学
に
単
な
る
揃
写
以
上
の
科
学
的
抽
象

の
可
能
性
を
主
張
す
る
の
で
お
る
。
そ
し
て
統
計
学
の
対
象
に
つ
い
て

は
、
日
数
理
派
は
社
会
主
義
計
画
経
済
に
お
げ
る
白
然
統
討
、
統
計
的
品

質
管
理
方
法
の
重
要
性
を
根
拠
と
し
て
、
社
会
統
計
学
派
の
如
く
統
討

学
の
対
象
を
社
会
現
象
に
限
定
す
る
事
に
反
対
し
一
、
、
一
都
の
自
然
現

象
、
生
産
の
技
術
的
過
程
を
も
含
め
る
の
で
あ
り
、
叉
統
計
学
の
方
法

に
つ
い
て
も
、
社
会
統
計
学
派
が
大
量
社
会
現
象
の
質
の
解
明
を
可
能

に
す
る
、
グ
ル
ー
プ
分
け
の
方
法
を
基
礎
的
方
法
と
す
ス
、
の
に
対
一
し
て
、

旧
数
理
派
に
範
薦
計
算
、
グ
ル
ー
プ
分
げ
の
電
要
作
を
認
め
つ
つ
、
そ

の
基
礎
の
上
に
数
学
的
方
法
の
有
効
な
る
事
を
力
説
し
、
几
つ
確
率
論

的
基
礎
づ
げ
を
与
え
ら
れ
る
以
前
の
大
数
法
則
の
作
用
が
、
グ
ル
ー
プ

の
特
徴
づ
け
の
指
標
の
信
綬
性
の
基
礎
と
な
ス
事
を
主
張
す
ろ
の
で
あ

る
Ｃ
尚
以
上
の
、
統
計
学
は
客
観
的
な
柄
究
対
象
を
有
す
ろ
出
犬
本
科
学

で
あ
る
と
な
す
立
場
に
反
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
現
象
は
他
の
社
会
諦
科

学
の
研
究
対
象
で
お
り
、
従
っ
て
統
計
学
は
杜
会
諦
科
学
に
よ
っ
て
応

用
さ
れ
る
方
法
の
科
学
で
お
る
と
な
す
主
張
が
存
す
ろ
の
で
あ
る
、

　
Ｄ
　
弦
に
「
旧
数
理
派
」
　
「
杜
会
続
計
学
派
」
と
し
て
倣
向
を
同
じ

　
　
く
す
る
人
ヵ
を
概
播
す
る
の
は
、
単
に
本
稿
の
飯
述
の
便
宜
上
の

　
　
事
柄
に
．
す
ぎ
ず
、
ソ
ヴ
ェ
ト
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
名
称
が
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
（
一
一
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
巻
・
第
一
晋
）

　
　
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
事
を
お
断
リ
し
て
お
く
。

　
要
す
る
に
五
二
年
論
争
は
杜
会
科
学
と
し
て
の
統
計
学
の
学
問
的
地

位
、
対
象
、
方
法
に
つ
い
て
、
数
理
派
的
立
場
よ
り
す
る
規
定
と
、
社

会
統
計
学
派
的
立
場
よ
り
す
る
規
定
と
の
問
に
在
る
相
違
を
、
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
問
隙
の
調
整
は
今
後
の
論
争
に
残

さ
れ
た
課
題
で
お
る
つ

　
誌
、
現
在
わ
が
国
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
ソ
ヴ
ェ
ト
統
計
論
争
に
関
す

　
る
資
料
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。
四
八
年
論
争
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
の
統
計
理
論
、
統
計
研
究
会
訳
編
、
昭
和
二
十
七
年

　
　
　
　
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
愛
国
主
義
と
続
計
学
、
野
六
村
一
雄
、
経
済
研

　
　
　
　
究
、
創
刊
号
、
一
九
五
〇
年

　
五
〇
年
論
争
及
び
五
二
年
諭
争
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
ソ
ヴ
エ
ト
り
統
計
理
諭
（
ｒ
）
　
経
済
続
計
研
究
会
訳
編
、

　
　
　
　
昭
利
二
↓
工
八
仁
－

　
　
　
統
計
学
の
対
象
と
方
法
に
関
す
る
ソ
ヴ
ェ
ト
学
界
の
論
争
に

　
　
　
　
　
り
い
て
、
　
内
海
庫
一
｝
、
経
済
評
諭
、
昭
和
二
十
八
年

　
　
　
　
七
月

　
　
　
　
二
、
論
争
Ｏ
問
題
点

　
　
四
八
年
諭
争
、
五
〇
年
論
争
に
つ
い
て
は
、
討
議
の
経
巡
が
脊
論

　
希
の
諭
旨
の
榊
車
な
要
約
と
し
て
り
み
発
表
さ
れ
て
来
た
た
め
、
細

部
に
亘
っ
て
十
分
に
理
鮒
し
符
な
い
憾
み
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
（
一
二
〇
）

　
五
二
年
論
争
に
抽
い
て
は
諭
文
に
よ
る
討
論
で
あ
る
た
め
、
論
老
の

　
意
見
を
一
応
詳
紬
に
知
り
得
る
便
利
が
あ
り
、
従
っ
て
形
式
主
義
的
、

　
数
学
的
偏
向
が
い
か
に
修
正
さ
れ
た
か
、
杜
会
科
学
と
し
て
の
統
計

　
学
の
内
容
を
具
体
的
に
い
か
に
規
定
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
か
、
を

　
詳
し
く
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
、
、
そ
こ
で
次
に
主
要
な
論
点
別

　
に
１
五
二
年
論
争
に
参
加
し
た
諭
者
の
意
見
を
整
理
し
て
、
ソ
ヴ
エ
ト

　
統
計
諭
争
の
現
段
階
を
明
ら
か
な
ら
し
め
よ
う
。

　
　
五
二
年
論
争
に
お
い
て
杜
会
統
計
掌
派
と
も
い
う
べ
き
論
者
は
テ

　
ー
．
コ
ズ
ロ
フ
と
ヴ
ェ
・
デ
ー
。
チ
ェ
ル
メ
ン
ス
キ
ー
の
二
人
で
あ

　
リ
、
旧
数
理
派
は
、
エ
ル
・
ホ
ル
ン
ジ
ー
、
イ
ー
・
ピ
サ
レ
フ
、
ヴ

　
ェ
．
エ
ス
．
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
、
べ
－
・
ラ
ビ
ノ
ビ
ッ
チ
の
囚
人
で
あ

　
る
、
そ
し
て
方
法
学
の
立
場
を
と
る
の
は
エ
ヌ
。
ド
ル
ジ
ー
ニ
ン
の

　
み
で
あ
る
、
尚
五
二
年
諭
争
の
資
料
に
、
コ
ズ
ロ
７
に
近
い
と
考
え

　
ら
れ
る
ヴ
ェ
．
オ
ヴ
シ
エ
ン
コ
の
こ
れ
に
関
連
の
あ
る
論
文
（
「
統
計

　
通
報
」
一
九
五
三
年
第
三
廿
掲
載
）
が
併
載
さ
牝
て
い
ろ
た
め
、
そ

　
れ
も
併
せ
て
考
炎
す
る
事
に
す
る
、
、

　
註
、
以
下
の
頁
数
は
特
に
こ
と
わ
ら
汀
い
限
り
す
べ
て
、
　
「
ソ
ヴ
エ

　
　
ト
統
計
理
諭
（
皿
）
昭
利
二
十
八
年
」
の
頁
数
と
す
る
、
、

　
　
１
、
一
般
理
論
の
否
定
、
社
会
科
学
と
し
て
の
統
計
学
の
確
認
、

　
　
理
論
的
基
礎
　
　
こ
れ
ド
り
ゲ
問
魍
∴
論
外
開
始
当
時
既
に
原
則
灼

に
は
解
枇
爪
を
み
一
一
、
い
入
」
問
題
で
お
ろ
の
で
、
五
二
牢
論
｝
箏
に
お
い
で
、
は



唯
他
の
論
点
に
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
論

争
の
全
貌
を
伺
う
た
め
に
結
論
だ
げ
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
自
然
と
社
会
の
双
方
に
適
用
し
得
る
統
計
の
一
般
理
論
は
、
現
象
の

質
を
捨
象
し
て
統
計
的
方
法
適
用
の
共
通
性
を
抽
象
す
る
事
に
よ
っ
て

可
能
と
な
る
で
お
ろ
う
。
し
か
し
統
討
に
質
と
不
可
分
に
関
連
し
て
い

る
数
字
で
お
る
た
め
、
こ
れ
∴
無
益
な
抽
象
で
あ
り
具
体
的
な
統
計
適

用
の
分
野
で
は
全
然
役
に
立
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
現
実
に
は
一

般
理
論
の
内
容
は
数
理
統
計
で
お
り
、
そ
れ
ば
自
然
現
象
に
対
し
て
の

み
適
用
し
得
ろ
に
す
ぎ
た
い
。
社
会
現
象
に
対
す
る
統
計
的
研
究
に
お

い
で
、
は
グ
ル
ー
プ
分
け
が
基
本
的
な
方
法
で
あ
り
、
数
理
的
方
法
は
現

象
の
質
が
許
す
範
囲
内
に
お
い
！
、
○
み
適
用
し
得
ろ
に
す
ざ
な
い
。
故

に
統
討
の
一
般
理
論
は
戊
立
し
得
ず
、
統
計
は
対
象
の
如
何
に
よ
っ
て

〆
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
お
ろ
。
　
（
ソ
ヴ
ェ
ト
の
統
計
理
諭
　
三

七
－
五
〇
頁
参
照
）

　
そ
Ｌ
、
一
、
統
計
学
が
社
会
科
学
で
あ
る
事
は
統
計
学
の
成
立
の
歴
史
よ

り
説
閉
す
る
の
で
∴
ろ
、
、
コ
。
ス
ロ
フ
に
よ
れ
ば
、
経
済
的
、
軍
事
的
、
そ

の
他
の
必
典
よ
り
生
じ
た
人
口
、
官
緯
の
計
算
の
発
達
の
う
も
に
、
統

計
作
業
遂
行
上
の
原
理
や
統
討
貴
料
加
工
の
方
法
が
作
ら
れ
社
会
現
象

の
数
字
的
特
伴
の
解
釈
が
生
じ
、
こ
れ
ら
よ
り
統
計
科
学
が
生
じ
た
の

で
あ
る
（
六
頁
）
。
　
ｗ
口
方
法
学
の
立
場
を
と
ろ
ド
ル
ジ
ー
ニ
ソ
に
更
に
、

統
計
学
は
数
理
統
計
の
方
法
と
異
る
、
社
会
現
象
に
対
す
る
方
法
で
お
る

　
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
に
お
け
る
統
計
学
方
法
講
争
（
関
）

統
討
的
方
法
を
研
究
す
る
事
か
ら
も
社
会
科
学
で
あ
る
と
な
す
の
で
あ

る
ｎ
二
六
－
八
頁
）
、
、

　
そ
Ｌ
イ
、
数
理
統
計
は
大
数
法
則
を
中
心
と
す
る
確
率
論
の
定
理
を
基

礎
と
し
で
、
い
る
の
で
あ
る
が
、
社
会
科
学
と
し
で
、
の
統
計
学
の
基
礎
を

大
数
法
則
の
確
率
の
定
理
に
求
め
る
事
は
船
来
狂
い
。
コ
ズ
ロ
フ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

れ
ば
そ
れ
は
、
確
率
論
の
定
理
の
適
用
の
条
件
は
偶
然
的
な
過
程
の
存

在
で
あ
る
が
、
統
計
学
の
対
象
た
る
社
会
は
任
意
な
組
合
せ
の
出
来
る

よ
う
な
諦
要
素
を
機
械
的
に
総
合
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る

（
二
頁
）
。
　
そ
し
て
「
数
字
的
特
徴
づ
け
を
含
め
で
．
社
会
生
活
現
象

の
解
明
は
、
…
…
社
会
の
生
蕨
請
力
と
生
産
諾
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
本
質

的
変
化
の
根
木
的
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
そ
の
特
徴
と
特
殊
惟
に
、
そ

の
階
級
椛
成
に
求
む
、
へ
き
で
あ
る
」
た
め
に
、
　
「
統
計
学
の
揮
論
的
基

礎
は
、
…
…
プ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ソ
主
義
の
札
会
的
発
展
法
則
に
関
す

る
学
説
で
あ
る
。
」
（
二
一
頁
）

　
　
２
、
統
計
単
の
対
象
　
　
社
小
評
統
学
派
に
統
計
学
の
対
象
を
杜

会
現
象
に
限
定
す
る
の
に
対
し
で
、
、
日
教
理
派
は
更
に
白
然
現
象
を
も

く
ｎ
め
ろ
の
で
ふ
ｏ
ろ
ｏ

　
コ
ズ
河
フ
は
統
計
学
の
対
象
を
、
帷
火
的
に
ー
一
休
的
な
社
会
現
象
及

び
辿
程
の
籔
字
的
な
榊
亙
閑
係
及
び
水
準
（
規
模
）
で
お
ろ
と
し
一
一
、

（
九
頁
）
、
　
担
一
誠
的
に
棚
川
定
す
る
の
に
＾
刈
し
、
－
、
、
チ
ニ
ル
メ
ン
ス
キ
ー

は
実
践
的
に
、
　
「
阜
一
国
民
経
済
計
算
制
度
に
包
括
さ
れ
ゐ
現
実
の
側

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
一
（
一
二
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
享
（
第
三
巻
・
第
一
号
）

面
」
と
規
定
し
て
（
八
八
頁
）
、
　
杜
会
現
象
の
う
ち
で
も
そ
れ
に
含
ま

れ
な
い
部
分
よ
統
■
計
字
の
対
象
よ
り
除
－
外
す
る
の
で
ち
る
。
し
か
レ
〆
、

の
反
両
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
限
り
必
ず
し
も
社
会
現
象
に
限
定
さ
れ
な

い
の
で
あ
る
、
し
（
例
え
ば
天
然
資
源
（
八
八
頁
）
）
叉
オ
ヴ
シ
エ
ソ
コ
は

コ
ズ
ロ
フ
と
同
様
の
対
象
規
定
を
与
え
つ
つ
（
一
五
四
頁
）
、
統
計
学

，
が
白
然
現
象
を
も
取
扱
う
点
に
つ
い
て
は
「
社
会
的
な
現
象
は
自
然
の

現
象
と
相
互
的
な
関
連
に
あ
る
の
で
あ
り
、
統
計
学
は
こ
れ
ら
の
関
連

も
研
究
す
る
　
　
統
計
学
二
現
象
を
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
関
連
と
媒
介
に

お
い
て
研
究
す
ろ
義
務
が
ふ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
：
二
頁
）
と
述
べ

て
、
そ
れ
…
．
一
便
宜
上
の
事
柄
に
す
ぎ
な
い
と
な
す
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
は
「
事
実
は
、
狭
い
意
味
に
お
げ

る
札
会
現
象
だ
け
で
な
く
肖
然
の
現
象
も
統
計
学
の
研
究
客
体
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
」
め
し
一
「
、
い
る
。
が
し
か
し
続
計
学
は
自
然
現
象
の
研

究
に
擦
近
す
ろ
の
に
肖
然
科
学
の
立
場
か
ら
で
な
く
社
会
科
学
の
立
場

か
ら
お
一
」
な
り
一
一
、
い
る
。
」
（
二
九
頁
）
「
そ
れ
故
、
白
然
科
学
の
立
場

か
ら
で
た
く
杜
会
的
科
学
の
立
場
か
ら
肖
然
現
象
を
研
究
す
る
げ
お
い
、

統
計
学
は
礼
会
科
学
で
な
く
な
不
わ
げ
で
は
な
い
」
　
（
二
一
〇
質
）
と

述
べ
て
、
統
計
学
の
対
象
に
白
然
の
現
象
を
も
含
め
る
の
で
お
り
、
そ

の
壮
…
い
木
批
帆
烈
一
“
丁
の
＾
刈
象
∴
「
広
い
止
爪
昧
に
お
け
ろ
ふ
八
且
里
朴
人
太
．
加
州
象
」
と

槻
定
し
、
そ
．
れ
ぱ
算
旧
・
赫
而
多
株
件
を
有
し
個
力
の
特
性
と
差
異
を

持
つ
、
種
々
の
単
位
現
象
の
総
体
で
お
ろ
と
な
す
の
で
あ
る
（
二
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
（
二
二
一
）

頁
）
。
　
ピ
サ
レ
フ
に
よ
れ
ぱ
統
計
学
の
対
象
は
大
量
運
鋤
を
持
つ
現
象

即
ぢ
大
量
現
象
で
ち
二
．
、
そ
れ
二
社
会
現
象
の
分
。
野
で
も
自
然
現
象

の
分
野
で
．
も
起
る
の
で
ち
る
（
六
六
頁
）
。
　
そ
し
で
、
大
量
違
動
と
は
自

動
的
運
動
（
物
質
に
内
在
す
ろ
属
性
と
Ｌ
て
想
解
さ
れ
る
運
動
）
を
含

ま
な
い
運
動
で
あ
り
（
六
七
頁
）
、
　
大
量
現
象
は
同
じ
種
類
に
属
す
ろ

個
々
の
要
素
は
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
偶
然
的
な
特
性
と
着
異
が
ち
ろ
も

の
か
ら
成
立
っ
で
、
い
る
の
で
あ
る
（
六
八
頁
）
、
　
し
か
し
ピ
サ
レ
フ
は

、
「
運
動
そ
の
も
の
は
、
研
究
す
べ
ぎ
現
－
象
の
実
体
的
な
内
容
、
他
の
現

象
と
の
関
連
お
よ
び
棉
互
作
用
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
」
　
（
七
〇
頁
）

と
述
べ
て
、
彼
の
対
象
規
定
が
数
搬
統
討
に
お
け
る
が
如
き
形
式
的
な

も
の
で
な
い
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
白
然

と
祉
会
の
異
質
ｂ
現
象
を
統
計
学
の
対
象
に
定
式
化
す
ろ
葵
礎
を
、
ピ

サ
レ
フ
は
「
社
会
主
義
の
諦
条
件
に
お
い
て
は
、
…
…
拡
大
す
る
社
会

主
義
的
再
生
産
、
田
家
管
碑
お
よ
び
社
会
主
義
的
計
画
化
の
瑛
諦
、
マ

ル
ク
ス
主
義
科
学
の
要
請
で
れ
不
。
」
（
六
四
頁
）
と
な
、
す
の
で
あ
る
。

又
ホ
ル
ソ
ジ
ー
は
ピ
サ
レ
フ
に
獅
似
の
規
定
を
行
っ
て
お
り
　
（
五
七

頁
）
、
　
ラ
ビ
ノ
ビ
ツ
チ
叫
い
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
・
レ
し
同
様
の
説
明
を
与
え
一
－
．
白

然
の
現
壕
を
も
流
計
学
の
対
象
に
含
め
る
の
で
お
る
。
　
（
二
ニ
ハ
頁
）

　
ム
」
れ
で
∴
こ
れ
ら
り
＾
洲
折
∴
何
液
に
社
少
私
ｎ
学
と
し
ぐ
、
の
統
一
討
掌
の

対
象
に
・
目
然
現
象
を
も
含
め
ろ
の
で
あ
み
江
ソ
か
、
．
彼
峻
、
じ
す
べ
！
、
統
討

学
の
対
象
を
汰
会
現
象
に
限
定
す
ろ
堺
は
、
工
業
企
業
の
内
部
、
生
産



の
技
術
的
過
程
に
お
げ
る
統
計
的
方
法
の
有
効
た
利
用
や
、
社
会
主
義

的
計
画
乍
リ
た
め
の
天
然
資
源
の
統
計
の
作
戊
と
い
う
、
社
会
主
義
的

統
計
の
実
践
の
現
実
に
斥
丁
る
も
○
ぺ
」
、
一
３
勺
と
非
難
寸
る
○
で
ち
り

ｎ
六
〇
・
－
１
一
、
六
五
、
二
二
、
二
三
ハ
頁
）
、
　
ピ
サ
レ
フ
は
更
に

「
白
然
と
の
榊
互
作
用
を
に
な
れ
て
は
、
社
会
の
存
在
は
考
え
ら
れ
な

い
の
で
．
あ
る
か
ら
、
」
（
七
五
頁
）
統
計
学
の
対
象
に
け
一
一
自
然
の
現
象
を

も
含
め
る
べ
き
で
．
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
イ
ー
、
は

社
会
統
計
学
派
は
、
そ
れ
ら
よ
統
計
学
以
外
の
学
問
の
対
象
と
な
す
の

で
あ
る
、
一
チ
ェ
ル
メ
ソ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
い
え
ば
、
単
一
国
民
経
済
討

算
制
度
に
包
括
さ
れ
な
い
肖
然
の
現
象
及
び
技
術
学
的
現
象
に
つ
い
て

は
、
「
物
理
統
計
、
生
物
統
計
、
お
よ
び
統
計
的
品
質
管
理
ば
、
自
然

科
学
お
よ
び
抜
仙
学
の
諦
問
題
の
研
究
に
数
理
統
計
（
勢
字
の
部
門
で

あ
る
）
を
添
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
」
（
九
九
－
一
〇
〇
頁
、
播
弧
内
は

引
州
未
）
と
述
べ
で
．
い
る
と
こ
ろ
よ
り
閉
ら
か
な
如
く
、
自
然
科
学
や

按
術
学
の
、
対
象
と
し
一
一
、
い
石
の
で
、
あ
る
、
、

　
か
く
て
〔
批
迦
、
派
の
対
象
姐
定
は
論
箏
以
伽
の
一
般
理
論
に
類
似
し

た
形
式
山
な
も
の
と
な
っ
で
、
い
る
の
で
、
あ
る
。
尤
も
薮
で
は
論
争
以
前

と
異
り
枢
め
一
、
社
会
舳
な
眼
定
を
受
け
た
白
然
の
現
象
で
あ
り
、
叉
大

最
現
象
も
現
象
の
貨
的
慨
定
性
の
基
礎
の
上
に
考
え
ら
れ
で
、
い
る
の
で

お
る
、
し
か
し
ネ
ム
チ
ー
ノ
ソ
の
白
然
を
、
含
め
る
説
明
に
ば
非
常
な
無

理
が
感
ぜ
ら
れ
、
そ
Ｌ
て
一
般
理
論
の
批
判
に
微
す
る
限
り
社
会
科
学

　
　
　
ソ
ヴ
エ
ト
に
。
拍
け
る
統
計
掌
方
法
諭
争
（
関
）

と
し
で
、
の
統
計
学
の
対
象
は
社
会
現
象
に
限
定
し
、
白
然
や
技
術
の
現

象
二
別
個
の
学
問
の
対
象
と
な
す
べ
き
で
一
な
か
ろ
う
か
。
又
チ
ェ
ル

メ
ン
ス
キ
ー
や
ピ
サ
レ
フ
に
み
、
ノ
れ
ろ
よ
・
つ
に
、
納
計
字
の
仙
刈
亀
小
に
社

会
主
義
的
限
定
を
与
え
る
事
は
ソ
、
ウ
ェ
ト
的
な
特
徴
で
お
る
が
、
こ
れ

も
や
は
り
現
象
の
特
質
よ
り
限
定
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
、

　
　
．
３
、
実
体
秘
学
か
方
法
学
か
　
　
ソ
、
ウ
エ
ト
に
お
い
一
、
に
統
計
学

を
方
法
学
と
み
る
立
場
は
極
め
て
少
く
、
大
部
分
に
実
質
的
な
現
象
を

研
究
す
る
独
立
の
科
学
と
な
す
の
で
あ
る
。
統
計
学
を
独
立
の
科
学
と

み
る
場
合
、
そ
れ
の
研
究
対
象
を
他
の
あ
ら
ゆ
る
科
学
の
研
究
対
象
か

ら
区
別
す
ろ
独
白
一
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
、
．

　
コ
ズ
ロ
フ
は
統
計
学
の
独
立
性
を
次
の
よ
う
に
碗
閑
す
不
一
、
理
諭
的

解
明
に
よ
っ
で
、
貫
的
規
定
を
受
げ
た
雁
史
的
に
ー
一
休
的
な
社
会
現
象
乃

至
は
過
程
の
、
実
質
的
な
客
榊
い
な
側
西
で
あ
る
水
準
（
規
模
）
と
柵

互
関
係
を
、
場
所
と
時
の
ー
一
体
的
諦
条
件
の
下
に
、
お
ろ
ま
ま
の
形
に

お
げ
る
そ
の
質
と
麸
の
統
一
に
お
い
一
、
取
扱
う
科
学
は
統
計
学
以
外
に

は
存
在
し
な
い
（
七
頁
）
　
チ
エ
ル
メ
ソ
ス
キ
ー
は
巾
一
同
民
経
．
済
計

算
制
度
が
包
括
す
る
現
銀
が
殆
ど
経
済
的
現
多
で
む
ろ
た
め
、
経
済
学

と
の
比
鮫
に
い
、
～
い
て
統
計
学
の
独
立
性
を
説
閉
す
る
の
で
お
小
が
（
八

九
！
九
三
頁
）
、
要
す
る
ト
止
種
々
の
時
期
、
種
々
の
円
に
お
げ
ろ
い
パ
体

的
な
経
済
現
象
の
現
■
実
的
分
析
及
び
そ
の
た
め
の
貸
料
の
蒐
集
は
、
経

済
学
や
歴
史
学
の
担
当
す
る
と
こ
ろ
で
に
な
く
統
計
科
学
が
経
済
学
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
（
一
二
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
号
）

基
礎
に
し
て
行
う
の
で
あ
る
と
な
す
の
で
あ
る
。
叉
オ
、
ヴ
シ
ェ
ソ
コ
は
、

社
会
の
統
計
的
実
践
活
動
に
お
げ
る
諸
謀
題
の
科
学
的
解
決
に
当
る
永
、

の
一
」
統
計
科
学
以
外
に
は
存
在
し
な
い
、
統
計
学
は
こ
の
よ
う
な
独
自

の
科
学
的
課
題
を
有
・
、
つ
る
た
め
に
独
立
の
科
学
で
あ
る
（
一
五
二
頁
）

と
な
す
の
で
あ
る
、
ｕ
数
理
派
の
論
未
に
統
計
学
の
独
立
性
に
つ
い
て

は
何
等
の
意
見
も
述
べ
で
、
お
ら
ず
、
む
Ｌ
ろ
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
以
外
は
、

統
討
学
を
実
体
科
字
と
規
定
し
な
が
ら
同
時
に
叉
方
法
学
で
あ
る
と
な

す
矛
盾
を
侵
し
で
、
い
る
の
で
あ
る
（
一
四
七
－
九
頁
参
照
）
こ

　
以
∴
の
よ
う
な
実
体
科
学
の
主
張
に
対
し
て
、
方
法
学
の
立
場
を
と

る
ド
ル
ジ
ー
ニ
ソ
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
ろ
。
側
統
計
学
は
吏
的
唯
物

論
と
経
済
字
に
よ
っ
一
－
、
研
究
さ
れ
た
社
会
現
象
の
本
質
と
そ
の
発
展
法

則
に
、
具
体
岬
な
教
字
的
描
り
を
．
与
え
ろ
と
な
す
の
は
、
現
象
の
数
量

的
規
定
性
と
質
的
批
定
性
の
、
不
可
分
の
統
一
と
い
う
弁
証
法
的
唯
物
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８

の
基
礎
命
拠
の
一
つ
を
否
定
す
る
事
に
な
る
、
、
似
そ
し
て
科
学
は
客
観

世
界
の
諦
現
象
が
そ
、
れ
に
従
う
法
則
の
発
見
を
任
狢
と
す
ろ
も
の
で
あ

り
、
故
に
統
計
午
が
経
済
学
に
よ
っ
一
「
、
確
定
さ
れ
た
渋
則
を
描
写
す
る

だ
け
な
ら
、
は
独
立
の
科
学
と
∴
認
め
ら
れ
な
い
、
、
著
し
そ
れ
を
独
立
の

科
、
字
と
す
一
ん
た
ら
ば
汁
済
学
の
法
州
以
外
の
固
有
の
統
計
的
法
則
の
存

在
を
認
め
ね
ぱ
な
ら
な
く
な
る
、
閉
叉
統
計
学
を
独
立
の
科
学
と
す
る

と
、
枕
計
｝
∴
い
ド
沽
ド
丁
○
解
閉
し
た
汁
沽
発
庚
法
則
に
伏
挺
し
な
け
れ

け
た
∴
ノ
な
い
た
め
に
、
こ
の
二
つ
の
独
立
の
科
学
の
問
の
限
界
を
劃
、
す

一
二
四
（
一
二
四
）

る
事
が
出
来
な
い
（
三
〇
－
四
頁
）
、
、

　
以
上
の
、
ト
ル
ジ
ー
ニ
ソ
の
実
体
続
計
字
批
判
の
う
ち
最
初
の
質
的
分

析
と
量
的
分
析
の
分
離
に
つ
い
一
、
∴
、
チ
エ
ル
メ
ソ
ス
キ
ー
の
コ
ズ
ロ

フ
批
判
が
開
確
な
同
答
を
与
え
ろ
の
で
な
か
ろ
う
か
、
チ
ェ
ル
メ
ソ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

キ
ー
－
に
コ
ズ
ロ
フ
が
統
計
学
の
対
象
を
社
会
現
象
の
数
量
的
変
化
と
な

す
の
に
誤
り
で
あ
る
と
非
難
し
、
一
、
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。
経
済
学
に

現
象
の
質
的
な
面
一
」
け
で
な
く
数
量
的
な
側
両
も
研
究
す
る
、
、
そ
し
て

統
計
学
も
現
象
の
数
と
質
の
両
両
を
研
究
す
べ
き
で
あ
ろ
、
、
そ
れ
で
は

両
考
に
ど
の
点
で
異
ろ
か
と
い
え
ば
、
経
済
学
は
経
済
現
象
を
撫
論
的

に
研
究
す
る
の
に
対
し
て
、
統
計
学
の
特
性
は
経
済
現
象
の
数
量
的
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
■

に
質
的
変
化
を
含
め
一
二
、
数
字
舳
に
表
現
し
研
究
す
る
点
に
あ
る
の
で
あ

り
、
そ
し
で
．
そ
れ
は
統
計
学
の
方
法
の
特
性
に
よ
る
の
で
あ
る
（
九
五

－
六
頁
）
つ
　
次
に
最
後
の
統
計
学
と
経
済
字
の
眼
界
を
決
定
し
得
な
い

点
に
つ
い
て
は
、
オ
、
ウ
シ
エ
ソ
コ
が
現
実
に
幾
つ
か
の
科
学
、
が
同
一
の

客
体
を
対
象
と
し
て
各
側
両
を
研
究
し
一
一
、
い
ろ
箏
を
挙
げ
一
、
ド
ル
ジ
ー

ニ
ソ
を
批
判
し
、
。
、
い
る
（
二
九
八
頁
）
、
、
し
か
し
そ
の
事
は
同
一
客
体

に
つ
い
イ
、
異
ろ
種
獅
い
の
法
則
を
研
究
す
る
場
合
に
の
み
い
い
得
る
の
で

“
な
か
ろ
う
か
、
、
故
に
第
二
の
統
計
字
に
固
有
〇
一
法
則
が
山
，
仔
在
し
衣
い

と
い
う
点
に
、
実
休
絞
汀
字
批
判
ｏ
決
定
点
で
，
に
な
い
で
あ
ろ
う
か
、
、

　
ジ
く
、
一
．
ド
ル
ジ
ー
ニ
ン
∴
淋
一
∴
討
〃
寸
を
　
「
Ｈ
パ
休
舳
｝
…
閉
帰
脾
の
洲
洲
沓
一
の
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

に
、
社
会
諦
科
学
に
よ
っ
一
－
、
応
川
さ
れ
ろ
方
法
の
科
学
で
あ
る
」
と
な



す
の
で
お
る
（
三
五
頁
）
、
、
し
か
し
方
法
学
の
よ
う
な
寸
象
の
な
い
科

学
に
対
し
て
は
す
べ
て
の
論
者
が
反
対
し
、
一
、
い
る
。
コ
。
ス
皿
フ
は
方
法

学
の
立
場
叫
－
一
、
ｍ
統
計
的
方
法
を
以
て
唯
物
弁
証
法
に
お
き
か
え
る
も

の
で
あ
り
、
似
叉
方
法
が
客
体
と
関
係
た
・
く
独
自
に
存
在
す
ろ
と
み
、
る

も
の
で
あ
る
と
批
判
す
ろ
（
四
頁
）
。

　
こ
の
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
ド
ル
ジ
ー
ニ
ソ
は
「
統
計
学
を
方
法
の

科
学
と
し
イ
、
認
識
す
る
こ
と
は
、
…
－
唯
物
弁
証
法
に
秘
か
に
と
り
か

わ
る
こ
と
を
惹
味
す
ろ
と
考
え
る
必
要
は
な
い
。
唯
物
弁
証
法
は
、
す

、
へ
て
の
科
学
に
共
通
な
、
現
実
の
認
識
方
法
と
し
て
存
在
す
る
が
、
し

か
し
そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
は
、
さ
ら
に
唯
物
弁
証
法
を
基
礎
と
す
る
そ
れ

自
身
の
個
別
的
な
方
法
を
も
つ
。
統
計
学
も
こ
う
し
た
個
別
的
た
．
方
法

の
一
つ
で
お
る
。
」
（
三
九
頁
）
と
同
答
し
、
・
、
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
！
、
は

ド
ル
ジ
ー
ニ
ソ
の
力
が
正
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
第
二
の

点
に
つ
い
て
は
、
対
、
象
と
方
法
の
、
不
呵
分
性
ー
を
無
視
す
ろ
も
の
で
は
な

い
と
答
え
で
、
い
ろ
に
す
ぎ
ず
（
三
九
珂
）
、
　
徒
二
、
ノ
ァ
エ
ル
メ
ソ
ス
キ

ー
よ
り
「
ド
ル
ジ
ー
ニ
ソ
∴
約
計
学
存
．
方
法
の
科
学
に
妖
化
し
な
が
ら
」
、

同
時
に
こ
の
方
法
に
対
象
か
ら
切
り
雛
、
寺
こ
と
に
で
き
な
い
と
述
べ
て

い
る
が
、
こ
の
一
」
と
∴
統
計
字
∴
同
時
に
、
象
を
研
究
す
る
こ
、
、
」
午
し

に
工
方
法
の
科
学
た
り
え
な
い
一
■
、
と
を
煎
味
し
一
－
、
い
ろ
．
し
　
（
八
八
頁
）

と
反
批
判
さ
れ
一
一
．
い
ろ
の
で
ム
る
、
、
こ
の
対
象
と
方
法
の
柵
互
閑
連
の

間
題
に
方
法
学
批
判
の
決
定
的
た
、
論
拠
げ
、
－
、
お
ろ
う
、
、

　
　
　
ソ
ヴ
ェ
ト
に
．
お
け
る
緬
計
学
方
按
諭
争
（
関
）

ｏ

　
　
４
、
統
計
学
の
機
能
　
　
統
計
字
の
認
識
論
的
意
義
に
つ
じ
、
杜

会
絞
計
学
派
と
日
叙
理
一
派
と
の
問
に
意
見
の
対
立
が
伺
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
日
■
数
理
派
は
、
社
会
統
．
訂
学
派
が
統
計
学
は
経
済
学
及
び
そ
、
の
他

の
仕
去
請
科
学
の
命
題
を
数
字
灼
に
擶
…
、
．
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
な
す
の

を
、
統
計
学
を
経
済
字
に
融
解
す
る
清
算
圭
義
的
見
解
と
非
難
し
、
統

計
学
は
数
字
的
描
写
の
基
本
的
仔
務
だ
げ
で
な
く
、
更
に
遡
論
的
研
究

に
よ
っ
て
は
知
り
得
な
い
数
最
的
合
法
則
性
の
解
明
と
い
う
、
科
学
的

拙
象
の
役
割
を
も
果
す
と
な
す
の
で
あ
る
。
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
は
次
の
よ

う
に
主
張
す
る
つ
　
「
社
会
認
識
の
用
共
と
し
ン
、
の
統
計
の
機
能
は
、
決

し
て
摘
写
の
仔
狢
だ
げ
に
限
ら
れ
な
い
。
」
（
一
〇
三
頁
）
　
「
ま
た
、
　
一

定
の
時
と
場
所
の
条
件
に
お
い
イ
、
と
ら
え
た
所
与
の
杜
全
現
象
独
白
の

具
体
的
狂
焚
最
的
合
法
則
件
を
閉
ら
か
に
、
」
，
ろ
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

…
－
し
か
し
絞
計
ぱ
ま
た
、
そ
ｏ
他
い
穫
類
の
八
一
体
的
合
法
則
作
を
、
も

研
究
し
定
立
す
み
も
の
で
∴
、
っ
一
－
、
、
そ
れ
∴
同
じ
爾
一
類
の
個
々
の
値
を

特
似
づ
け
る
極
・
讐
漆
の
閉
の
一
一
火
｛
丁
い
棚
亙
閑
係
々
、
未
現
す
ろ
合
法

則
一
性
で
あ
ろ
、
し
（
一
〇
工
れ
）

　
そ
１
し
！
」
統
計
字
に
こ
の
よ
・
つ
な
科
け
一
・
舳
杣
、
災
の
役
州
川
を
秘
め
る
事
は
、

批
以
早
…
・
分
析
に
よ
る
現
一
呆
の
仰
，
一
一
”
特
色
い
｝
肝
Ｍ
川
の
一
刈
瀧
版
げ
を
閉
舳
め
る
山
堺

に
な
る
つ
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
∴
そ
れ
を
次
り
よ
う
に
泌
閉
す
る
。
「
弁
証
法

的
唯
物
論
の
基
不
”
な
令
迎
の
ニ
ソ
、
一
、
数
途
的
変
化
が
積
重
な
る
と

質
的
変
化
に
移
行
す
ろ
と
述
べ
ぺ
．
そ
、
れ
ソ
、
れ
の
質
的
な
現
象
の
数
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
五
（
一
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
三
春
・
第
一
号
）

的
な
特
徴
づ
げ
に
三
定
の
限
界
が
ち
る
。
こ
の
こ
と
が
統
計
的
調
査
に

お
い
て
、
現
象
の
あ
ろ
形
態
と
他
の
形
態
、
個
ヵ
の
値
の
あ
る
種
類
と
他

の
種
類
を
区
別
す
ろ
決
定
的
た
ポ
イ
ソ
ト
の
も
一
つ
数
量
的
斎
義
を
ね
ら

う
こ
と
を
可
能
に
す
る
。
」
故
に
「
統
計
に
お
け
る
数
量
的
分
析
は
、
統
計
、

が
数
量
的
に
規
定
さ
れ
た
質
を
扱
う
一
」
と
と
関
連
し
て
、
研
究
す
べ
き

客
体
の
質
的
特
色
の
解
明
を
可
能
に
す
る
。
」
（
二
八
頁
）
し
か
し
コ
ズ

ロ
フ
は
こ
の
よ
う
な
主
張
は
「
朴
会
現
象
の
調
査
に
お
い
て
従
属
的
な

役
割
を
も
つ
数
量
的
分
析
が
、
主
導
的
な
も
の
に
立
て
ら
れ
て
い
る
か

ら
」
合
理
的
で
な
い
と
し
て
（
一
二
１
－
三
頁
）
統
計
学
の
質
の
闘
明
の
可

能
性
を
否
定
し
、
そ
し
一
・
、
「
社
会
・
経
済
的
諾
過
程
の
本
質
お
よ
び
発
暖

形
態
の
全
面
的
分
析
が
、
そ
の
数
字
的
解
閉
の
課
題
の
正
し
い
解
決
の

決
定
的
な
条
件
で
あ
る
、
、
」
「
統
計
学
は
、
こ
れ
ら
の
社
会
諸
科
学
に
よ
っ

て
設
定
さ
れ
た
、
原
理
や
命
触
や
法
則
に
基
礎
を
お
く
も
の
で
お
ろ
。
」
（
一

三
頁
）
と
述
ベ
イ
、
理
諭
的
分
析
の
絶
対
一
的
傷
位
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
統
計
学
の
科
学
い
拙
匁
の
河
能
性
∴
、
人
口
、
道
徳
、
経
済
の

諦
統
計
分
野
に
お
け
＾
数
最
的
介
渋
川
作
の
溌
以
の
雁
火
に
錯
み
て
全

然
そ
れ
を
否
定
す
る
事
は
で
き
な
い
が
、
Ｌ
か
し
そ
の
可
能
性
の
範
囲

は
極
め
一
．
火
小
で
お
り
従
っ
て
余
り
煎
祝
す
、
へ
き
で
は
な
く
、
ま
し
て

み
・
か
パ
パ
み
」
め
に
，
ヂ
、
い
い
什
、
杵
い
け
片
い
か
．
一
－
∴
ぺ
仁
川
と
二
糾
∴
準
Ｈ
戒
」
－
ベ
ェ
ざ

で
あ
ろ
シ

　
　
５
、
統
計
学
の
方
法
　
　
統
計
字
の
方
法
に
つ
い
、
一
．
に
、
複
雑
た
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
ニ
ハ
（
二
ニ
ハ
）

現
象
を
典
型
的
な
形
態
別
に
差
別
化
す
る
グ
ル
ー
プ
分
げ
の
方
法
が
基

本
的
で
あ
る
噂
に
一
般
に
認
め
ろ
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
数
学
的
方
法
の

役
割
に
つ
い
て
社
会
統
計
学
派
は
否
定
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
旧
数

理
派
は
そ
の
利
用
を
積
極
的
に
主
張
す
る
の
で
お
る
。

　
コ
ズ
ロ
フ
は
統
計
学
の
方
法
は
、
大
持
頚
察
、
グ
ル
ー
プ
分
け
及
び

そ
れ
を
基
礎
と
す
る
一
股
化
的
指
榛
の
作
戊
と
い
う
、
統
計
資
料
の
獲

得
、
そ
の
科
掌
的
加
工
、
分
析
の
た
め
の
請
種
の
操
作
や
方
法
即
ち
統

計
方
法
論
だ
け
で
∴
な
・
＼
．
そ
れ
一
」
よ
っ
て
得
ら
れ
た
社
会
現
象
の
統

計
的
特
性
の
犬
貨
を
解
明
す
え
抑
計
の
科
学
的
方
法
　
　
唯
物
弁
証
法

が
そ
の
基
礎
に
存
在
す
る
の
で
ム
る
と
な
す
の
で
あ
み
（
一
五
－
七
頁
）
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

チ
ェ
ル
メ
ソ
ス
キ
ー
は
社
会
科
学
と
し
て
の
統
許
学
の
方
法
は
、
社
会

現
象
の
研
究
に
限
っ
て
、
叉
当
す
不
方
法
の
み
で
ふ
っ
て
、
そ
れ
は
統
計

的
観
察
と
総
括
（
集
計
）
及
び
統
計
炎
料
の
分
析
方
法
で
あ
り
、
納
肋

的
に
利
用
さ
れ
ろ
に
す
ぎ
な
い
数
迎
統
計
の
操
作
は
統
行
字
の
方
法
を

椛
成
す
る
も
の
で
に
な
い
と
し
、
一
．
（
八
手
－
－
六
頁
）
、
　
数
学
的
方
法
に

拒
否
す
ろ
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
は
「
概
　
一
、
統
．
計
は
補
助
舳
手
段
と
し
、
一
－
．
数

学
的
方
法
を
広
範
に
利
”
せ
ず
に
す
寸
、
丁
こ
と
は
で
き
な
い
．
し
か
し

　
　
∴
↑
に
∴
・
、
ニ
プ
ゾ
け
に
Ｎ
六
ピ
、
パ
川
州
ソ
…
二
、
一
∴
、
、
一
い
ゴ
∴
∴
，

杭
計
～
“
∴
、
大
量
ギ
、
察
、
灼
沽
計
算
、
拠
い
計
算
、

な
ど
心
洲
査
操
作
の
独
得
な
納
一
合
せ
で
あ
る
し
　
（
一
二
三
頁
）
と
述
べ



て
、
質
的
差
別
化
の
方
法
の
指
導
性
牟
、
強
調
し
つ
つ
も
そ
れ
と
並
ん
で

数
学
的
方
法
の
重
裏
さ
を
主
張
す
１
り
○
で
あ
る
（
二
一
四
頁
）
、
一
叉
ポ
ル

ソ
ジ
ー
ユ
統
討
学
に
社
全
現
象
の
描
写
の
桟
能
し
か
認
め
な
い
論
考
は
、

総
合
（
集
計
）
や
グ
ル
ー
プ
分
け
等
の
、
統
計
学
が
適
田
川
さ
れ
る
科

学
の
方
法
か
ら
官
銭
で
一
、
く
予
も
の
だ
け
を
統
計
学
の
方
法
と
狂
し
、

そ
れ
、
が
計
算
の
方
法
論
と
密
接
な
棉
互
関
連
を
も
っ
て
い
る
事
を
考
慮

し
て
い
な
い
と
十
、
一
難
し
（
凹
五
－
七
頁
）
、
統
計
学
の
方
法
は
「
調
査

さ
れ
る
現
集
「
‘
そ
の
関
遠
の
件
質
チ
に
完
全
に
適
応
し
！
、
」
数
量
的
分
析

方
法
を
用
い
る
と
な
す
の
で
、
ち
る
（
五
七
頁
）
．
ラ
ピ
ノ
ピ
ッ
チ
も

「
現
象
の
数
量
的
合
法
則
件
を
そ
の
質
的
制
約
性
に
お
い
て
研
究
す
る

ぱ
あ
い
、
統
討
学
は
数
掌
な
し
に
に
す
ま
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
、
」
（
一

四
三
頁
）
排
す
べ
ざ
は
数
理
的
方
法
そ
の
も
の
で
は
在
く
、
問
題
の
経

済
的
本
質
と
全
く
閑
連
な
し
に
叉
は
こ
０
）
本
貫
と
対
立
し
て
数
理
的
方

法
を
利
川
す
る
事
で
、
あ
ろ
と
一
い
辿
べ
一
「
、
、
災
理
的
方
法
の
必
要
を
強
調
す

ス
～
の
で
斗
め
ろ
．

　
こ
の
統
計
学
に
お
け
ろ
数
学
的
方
法
の
役
割
に
つ
い
で
、
は
、
杜
会
統

計
学
派
に
お
い
一
、
へ
対
銀
の
性
賃
に
対
応
す
る
限
り
に
お
い
で
．
は
そ
れ

苧
刊
＾
川
・
．
■
ス
・
一
二
、
∴
・
－
り
（
ソ
ヴ
ェ
ト
、
∴
｝
、
計
ぷ
冷
　
ｎ
九
頁
）
、
　
又
い

糾
狐
碑
∴
い
９
い
パ
八
に
｝
川
丁
い
∴
一
ぶ
、
二
一
一
一
ド
ツ
〃
・
い
・
二
・
・
一
ピ
、
…
ド
．
、
、
い
か
ド
り
、
原
則

的
に
は
一
兼
し
、
．
、
お
わ
．
．
故
に
問
魑
∴
＾
休
的
一
に
い
か
た
ろ
数
学
的
方

法
を
刊
用
す
る
か
に
あ
一
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
ソ
ヴ
ユ
ト
に
１
射
け
る
統
計
学
方
法
講
争
（
関
）

　
　
６
、
大
　
数
　
漢
　
則
　
　
統
計
学
の
理
論
的
基
礎
に
大
数
法
貼

の
確
率
諭
の
定
理
に
求
め
得
な
い
専
か
ら
、
杜
会
統
計
学
派
は
統
計
学

に
お
け
る
大
穴
法
則
一
り
役
割
を
否
定
す
み
、
の
に
対
し
！
、
、
一
旧
数
理
派
は

非
確
率
論
的
な
現
実
の
客
鶴
法
則
と
一
し
で
、
の
大
数
法
則
の
作
用
を
、
一

股
ヒ
指
標
の
正
確
悼
の
基
礎
に
置
く
の
で
あ
る
。

　
ピ
サ
レ
フ
は
大
数
法
則
は
単
に
確
率
論
的
な
法
則
で
あ
る
の
み
な
ら

ず
又
実
在
の
世
界
の
客
徽
的
法
則
で
も
あ
り
、
そ
れ
｝
」
コ
ル
モ
ゴ
ロ
フ

の
い
わ
ゆ
る
、
偶
然
的
な
も
の
と
必
然
的
な
も
の
と
の
問
の
弁
証
法
的

関
連
の
夫
現
の
一
つ
で
ら
ろ
事
を
主
張
す
る
（
七
八
頁
）
、
一
　
こ
の
客
観

法
則
と
し
．
て
の
大
数
法
則
は
、
ネ
ム
チ
ー
ノ
フ
に
よ
れ
ば
「
社
会
過
程

を
含
む
あ
ら
ゆ
る
大
量
過
程
に
お
い
て
．
、
大
。
、
ば
り
小
な
り
作
用
す
る
」

の
で
お
り
、
　
一
．
若
干
の
ぎ
わ
め
二
一
、
一
役
一
灼
な
諮
条
件
に
お
い
て
は
、
多

数
の
個
六
の
原
困
お
・
、
｛
び
条
作
（
そ
れ
に
∴
側
然
灼
た
ー
昧
質
の
要
素
も

含
む
）
、
が
一
沽
に
作
川
し
た
そ
の
締
果
は
、
ほ
と
ん
ど
悩
然
に
左
右
さ

れ
な
い
、
Ｌ
（
一
〇
九
頁
）
と
い
う
壮
則
で
あ
り
、
朴
公
現
象
の
分
野
に

お
い
で
、
∴
「
偶
淋
的
性
質
を
も
つ
個
々
の
芦
異
は
、
向
じ
種
類
の
に
，
位

を
棉
当
多
秘
坂
る
ば
お
い
梢
殺
さ
れ
（
、
」
（
一
一
二
貝
）
と
い
う
事
を

煎
味
す
ろ
の
了
ト
！
、

　
こ
し
∴
ラ
プ
ー
入
、
∴
．
パ
」
－
い
プ
一
．
－
一
｝
∴
∴
、
■
ン
篶
．
∴
∴
ビ
サ
レ
フ
∴
人

の
よ
う
に
詑
明
す
ろ
、
　
「
泣
消
純
計
に
お
い
、
一
．
に
経
沽
学
ゲ
、
篶
則
…

が
基
本
的
恵
義
を
も
つ
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
、
」
　
の
で
、
大
数
法
則
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
七
（
一
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
巻
・
第
一
晋
）

「
決
定
的
な
役
刻
を
も
っ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
は
グ
ル
ー
ブ
内

変
動
の
分
析
、
結
論
の
信
慈
性
の
評
価
に
際
し
一
、
は
本
質
的
な
意
義
を

保
持
し
一
、
い
る
の
で
あ
る
。
」
　
即
ぢ
「
グ
ル
ー
ブ
分
げ
方
法
そ
れ
白
体

は
、
グ
ル
ー
プ
分
げ
の
結
果
各
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
イ
”
正
し
い
一
般
化
的

な
結
果
が
え
ら
れ
る
こ
と
を
保
証
す
ろ
も
の
で
は
な
い
、
平
均
が
現
象

の
典
型
的
な
特
性
を
反
映
し
一
、
科
学
的
・
認
識
論
的
恵
義
を
獲
得
す
る

た
め
に
は
、
グ
ル
ー
プ
の
枠
内
の
事
実
の
数
は
、
そ
の
総
体
と
の
関
係

に
お
い
て
十
分
多
－
数
で
狂
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
七
九
頁
）
ネ
ム
チ
ー

ノ
フ
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
大
量
社
会
現
象
を
構

成
す
る
要
素
の
個
々
の
値
は
「
ま
ず
合
法
則
的
な
系
統
的
（
組
織
的
）

な
差
異
　
　
本
質
的
な
差
異
（
引
用
辛
．
）
１
；
を
反
映
す
る
の
で
お
っ

て
、
同
じ
種
類
の
個
々
の
他
の
範
囲
内
で
だ
げ
、
あ
る
程
度
標
識
の
偶

然
的
な
変
異
も
反
映
す
る
の
千
、
ふ
ろ
、
」
（
一
〇
九
頁
）
こ
の
系
統
的
差

異
ニ
グ
ル
・
－
ブ
分
け
に
よ
二
、
着
別
化
さ
れ
、
グ
ル
ー
ブ
内
部
に
お
い

て
二
偶
然
的
な
変
異
の
み
が
残
ろ
、
、
蒐
に
い
ハ
仙
い
！
、
「
大
数
法
則
は
、
個

左
の
値
の
統
計
舳
研
究
に
お
い
で
、
棉
当
桿
度
ま
で
悩
然
的
変
異
の
影
響

か
ら
解
放
さ
れ
る
可
能
性
を
与
え
ろ
の
で
お
ろ
。
」
（
一
〇
九
頁
）

　
以
上
の
よ
う
に
し
一
－
、
日
数
理
派
∴
補
肋
灼
な
燕
義
し
か
持
た
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

大
徴
．
状
川
の
作
川
の
必
泌
を
・
、
王
帳
す
ん
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
偶
然
的

な
変
異
に
閉
す
る
限
り
付
公
現
象
に
つ
い
一
一
、
も
大
数
法
則
の
作
用
リ
、
一
否

定
Ｌ
得
、
す
、
札
会
の
法
則
に
∴
大
量
岬
Ｃ
合
法
則
性
の
形
に
お
い
！
、
顕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
八
（
一
二
八
）

現
す
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
一
股
に
グ
ル
ー
。
フ
分
げ
の
基
礎
の
上
に
大

数
法
則
を
説
く
事
は
妥
当
で
、
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
統
計
に
は
同
種

の
現
象
の
典
型
性
、
即
ち
所
与
の
時
所
に
お
げ
、
る
恒
常
的
、
本
質
的
要

因
の
作
用
を
反
映
す
ぺ
も
の
を
認
識
せ
ん
と
す
る
場
合
と
、
一
定
の
時

所
に
山
、
仙
げ
る
大
量
狂
会
現
象
の
事
実
と
し
て
の
状
態
を
知
ら
ん
・
、
し
す
る

場
合
と
が
あ
り
、
後
者
に
お
い
一
一
、
は
偶
然
的
変
異
の
消
去
は
問
題
と
，
な

ら
な
い
た
め
に
、
大
数
法
則
は
必
裏
で
∴
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
で
、
こ

の
点
に
つ
い
て
の
区
別
が
つ
げ
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
お
る
。

×

×

×

×

社
会
主
義
殖
譲
沽
動
£
一
入
賎
灼
裏
請
に
促
さ
れ
で
．
喪
開
さ
れ
た
ソ
．
ヴ

ェ
ト
統
計
論
争
は
、
現
段
滞
に
お
い
て
∴
、
杜
会
科
学
と
し
て
の
統
計

学
の
内
容
規
定
を
め
ぐ
っ
、
一
、
闘
わ
さ
れ
一
。
、
い
る
の
で
お
る
、
、
か
っ
て
わ

が
同
の
統
計
堂
束
に
お
い
一
．
ム
統
計
字
の
太
質
に
つ
い
イ
、
、
実
体
学
か

方
渋
学
か
、
一
破
統
－
計
字
か
一
グ
少
統
計
学
か
を
め
ぐ
二
－
、
論
争
が
お
こ

な
わ
れ
、
賂
、
、
方
法
学
の
立
場
が
優
勢
の
亨
一
よ
に
終
っ
た
事
は
周
知
の

と
こ
ろ
で
も
り
、
班
花
は
締
密
漂
本
概
論
の
導
人
に
伴
っ
！
、
、
そ
れ
の

汰
公
統
計
に
お
け
ろ
犯
位
、
が
閉
閑
と
さ
れ
一
一
、
い
ろ
の
で
ふ
る
、
、
葱
に
お

い
一
一
．
相
仙
太
仙
ソ
，
ヵ
エ
ト
で
、
お
こ
■
仁
わ
れ
で
、
い
み
鳩
仙
計
淋
榊
ん
丁
は
、
わ
れ
わ
れ

に
と
二
、
極
め
一
、
｛
〔
．
「
べ
ざ
閉
魑
で
苧
い
、
多
く
の
示
暖
を
与
え
る

の
で
お
る
。


